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「第 3章 意味訳型綴字手法Jでは、 2章での議論を踏まえて、対象語の発音、意味、種類を統合した意
味訳型翻字手法を提案している。また、対象語の関連語を自動抽出することで人手の負担を削減する手法を
提案している口本論文の提案手法を実装したシステムは、対象語とその種類を入力として、複数の識字候補
を順位付きリストの形式で出力するO 現在、原言語として日本語を前提としている。しかし、原理的には、ロー
マ字表記で、きる言語は全て涼言語として利用可能である。本システムは、対象語の発音、意味、種類を考慮
するために、「発音モデルJ、「意味モデルj、「カテゴリモデルJを構築し、ある漢字もしくは漢字列が選択
される確率を計算する。この中で、本論文の貢献であるカテゴリモデルは、人名や企業名といった用語の種
類ごとに中国語のテキストデータを収集し、各漢字が使用される確率を事前に計算して構築するO 対象語の
謹類に対応したカテゴリモデルを選択的に使用することで、対象語と同じ種類の語に使われやすい漢字を含
む翻字候補を優先することができる。意味モデルを用いるためには対象語の関連語が必要であるため、
World Wide Webから関連語を自動抽出して利用する。本章で示されたカテゴリモデルには新規性が認めら
れる。また、 WorldWide Webから関連語を自動抽出する方法は入手の負担を削減する点で有用性がある。
「第4章 評価実験Jでは、日本語の単語210件を評価用の対象語として利用し、提案手法の有効性を複
数の観点から評価した。その結果、対象語の種類に応じてカテゴリモデルを使い分けることで、翻字精度が
向上することを確認した。さらに、対象語の関連語を入手で与えた場合と自動抽出した場合の翻字精度を比
較した結果、翻字精度をそれほど落とすことなく、関連語を人手で与える負担を削減できることを確認した。
評価実験は工学的な観点から周到に行われており、信頼できる内容である。従って、本論文で提案された手
法は有効と言える。
「第5章 結論Jでは、本論文の貢献を総括するとともに残された課題についても述べている。残された
諜題はあるものの、カテゴリモデルを用いることによって叡字精度を向上させたこと、対象諾の関連語を自
動抽出した場合にも翻訳精度をそれほど落とすことなく、入手で関連語を与える負担を削減できることを明
らかにしたことは、新規性、有用性の両面で高く評価できる。
以上、本論文の提案手法は意味訳型翻字の研究領域において新規性があり、また有用性もあることから、
本論文は博士論文として十分な水準にあると評価できる。
平成 24年3月1日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において審査委員全員出席のもと、
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本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図書館情報メディ
ア研究科博士後期課程の学位論文審査に関する内規j第12項第3号に基づく学力の確認を行い、審議の結果、
審査委員全員一致で合格と判定された。
よって、著者は博士(情報学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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